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Case study in Jiyu Gakuen Myonichikan 
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In this study, we reproduced Jiyu Gakuen Myonichikan in virtual reality. First, the subjects evaluated the 
real space and the virtual space in Myonichikan. As a result, the difference between real space and virtual space 
was presented. Second, the subjects evaluated the scale and the impression of Myonichikan to clarify the spatial 
features. These results showed that virtual reality was effective in exhibiting spatial features. 









































たと言える．「STUDY ON UTILIZATION OF AR AND VR 
IN ARCHITECTURAL EDUCATION」[2]では建築の教育
































図１ 明日館メインホール CG 
 
 





は，正方形と縦長，横長の長方形の 3 種類の形と 1辺（長
方形は短辺）を 5〜20m まで 5m ずつ変化させたスケール
の 4 種類の組み合わせでできていて，正解は一片が 10m
の正方形の空間である．注目するのは被験者が正しい形
とスケールを選んでいるかの 2 点である． 
 
 






0.3m ずつ変化させた 4 種類と高い天井を 4.5〜7.5mまで












の寸法である 10m を選択し，約 1割が 15m を選択肢する
結果となった．実空間を体験した VR は被験者の半分以
上が 10m を選択し，残りの被験者は 5m と 15m に 2割ず
つばらけた．VR のみの体験は被験者の 4 割が 10m を選












である 2.1m を選択し，約 3割が 2.4m を選択し，約 1割
が 2.7m を選択した．実空間を体験した VR は被験者の 8
割近くが 2.1m を選択し，約 2割が 2.4m を選択した．VR
のみの体験は被験者の約 5割が 2.1m を選択し，約 3割が
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図５ 平面方向アンケート結果 短辺の長さ 
 
 
図６ 平面方向アンケート結果 形 
 
 
図７ 高さ方向アンケート結果 低い天井 
 








ある 5.5m を選択し，約 7割が 6.5m を選択し，約 1割が
7.5m を選択した．実空間を体験した VR は被験者の約 1
割が 4.5m を選択し，約 4割が 5.5m を選択し，約 4割が
6.5m を選択した．VR のみの体験は被験者の 2割が 4.5m

























実空間を体験した VR と VR のみの体験を比べると，











い VR では 1 分間という短時間では全体を把握すること
ができなかったのではないかと考える． 
高さ方向の実験結果から低い天井では，実空間を体験


































4.5m 5.5m 6.5m 7.5m
実空間 VR（実体験あり） VR(実体験なし)
寸法を導き出すことができたのではないかと考える．対
して高い天井では，実空間を体験した VR と VR のみは
似た傾向があるが，VR のみの方が実際の寸法に答える人
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